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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､市販の給食弁当により発生した大規模な食中毒の原因を追及するため､
患者や調理従業者から菌の分離 ･同定を行 うと共に､食品が保存されていなかったこ
ともあり､弁当を喫食した786名を対象にコホー ト研究を行ったものであるO患者や
調理従業者からはSalmonelaBraenderupが分離され､アンケー ト回答者644名の疫
学調査からは､未殺菌液卵を使用した ｢卵とじ｣が唯一の原因食であることが推察さ
れたので､本中毒は､Sa血onelaBraenderupに汚典された ｢卵とじ｣によるものと
結論した0 本論文は世界で3例日のSalmonelaBraenderupによる大規模な食中毒
の報告であり､かつ､疫学的調査の重要性を示したものであるので､価値ある業績で
あると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認めるC
